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旋光度測定 

 (サンプル調製と測定の注意点） 
測定操作手順は別表参照 

Ⅰ サンプル調製 
① 2 mLメスフラスコに重さを正確に測ったサンプルを入れる。 
   2 mLの試料を用いると測定用ミクロセルがちょうど満たされる。 
② 分光測定用溶媒に溶解し、濃度を算出。 
 比旋光度を測定する際の濃度 cは単位が g / dLなので注意。 
 20 mgのサンプルを 2 mLに溶解すると濃度は c = 1 となる。 
 装置の濃度入力欄は単位が w / v %となっているがここは c (g / dL) と同じ。 
 

Ⅱ ブランク測定→サンプル測定 

① ミクロセルに測定用の溶媒 2 mLを入れる。 
   光路部分に気泡が入らないよう注意。またセルの側面 (光路部分) には触れ
ないように。 
② サンプルホルダーにセルをセットする。 
   セルは一方の端が丸型、もう一方が角型になっているので、どちらを光源側
にするかはブランク測定とサンプル測定で統一する。 
③ ブランク測定のボタンをタッチする。確認ウィンドウは「測定」をタッチ。 
④ セル内の溶媒を捨て乾燥させた後、サンプルの溶液をセルに移す。 
   セルの乾燥はドライヤーの「送風」で行う。熱はかけない。 
⑤ サンプルを入れたセルをホルダーにセットし、サンプル測定をタッチ。 
⑥ データ処理。「旋光度解析」をタッチし、結果を保存。「計算」→「再計算」
で「測定モード」、「濃度」を入力し比旋光度を算出。 
⑦ メイン画面に戻り電源を切る。 
 

Ⅲ 片付け 

① セル、メスフラスコを溶媒できれいに洗う。 
② 乾燥させた後元の場所へ。 






